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最近, テラヘルツ波技術は様々な応用分野で注目されている．これには, 例えば, 無
線通信, 医療，安全システム，生命工学等が含まれる．これらの応用を実現するために
は, コンパクトでコヒーレントな solid state信号源が非常に重要である. 共鳴トンネル
ダイオード( RTD ) はこれを実現するための有望なデバイスの一つである. RTDの持つ





は大きく二つに分けられる. 一つは非線形伝送線路を用いた THz 信号の生成・処理で
あり, もう一つは RTDの非線形性を利用した THz信号検知技術である. いずれの技術
も RTDの強い非線形性に伴う高調波信号の振る舞いに着目している. 






討した. 次に, これらの伝送線路の増幅特性を確認するためのデバイス試作を行った.  




号は終端で全反射する. この時, 線路の増幅特性により, 定在波の半波長が線路の長さ
の整数分の一と一致したとき, 発振が生じる. この発振器の特性をシミュレーションに
より調べた. 結果より, 安定した基本波発振と共に強い 9 次の高調波の生成が観測され





RTD 発振器は THz 帯の信号源として大きな期待が寄せられているが，その応用は
信号源だけではない. ディテクターも有望な応用分野である. THz 帯域では, 信号の増
幅が難しく, ディテクターには高感度なものが望まれている. そこで, 発振器の立ち上
がり特性を利用した超再生検波方式の THz ディテクターに関する検討を行った. この
方式は, RTD の負性抵抗によるゲインと優れた高周波特性により, THz 信号の検知を
高感度で行うことが期待できる. 本論文では, RTD 発振器を応用した超再生検波回路
を, 発振周波数より非常に高い高調波信号の検波に用いるという新しい提案を行った. 
まず, シミュレーションによる 50GHz まで検波性能の予測を行うと共に, 試作により
その効果を検討した. その結果,基本波入力に対して, 感度の高い信号検知が行えるこ
とを確認した． 
さらに, より高い周波数( 100 GHz) 検波の可能性を検討し, 本回路が動作すること
を見出した．このことは, THz 帯域のディテクターとして, 本方式が有望であることを
示している． 
 以上, 本論文では, RTD の超高速性と強い非線形性から生じる高調波特性に着目し, そ
の THz 帯域での信号生成, 処理, 検波技術への応用の可能性について検討した. 本論文で
提案した新しい回路構成は比較的低周波数の回路と THz 波を結びつけるものであり, 今後
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高い周波数(100 GHz以上) の動作実証を目指し、そのための回路構成を示した。 
 第６章は、各章の成果の総括と結論である。 
 以上、本論文は、RTDの超高速性と強い非線形性から生じる高調波特性に着目し、そのTHz
帯域での信号生成、処理、検波技術への応用の可能性について検討したものである。 本論文
で提案した新しい回路構成は比較的低周波数の回路とTHz 波を結びつけるものであり、今後
のTHz 波技術において有望と考えられる。これらの結果より、本審査委員会は、博士（工学）
の学位を授与するに十分な内容をもつものと認めた。 
